
南アルプス市埋蔵文化財ガイドブック　第４集

地域の特性を活かした史跡等総合活用支援推進事業
発　行　日　　2014年３月27日
編集・発行　　南アルプス市教育委員会
　　　　　　　〒400-0492
　　　　　　　山梨県南アルプス市鮎沢1212
　　　　　　　電話　055-282-7269
印刷・製本　　（株）少國民社



ス
テ
ー
ジ

stage
　

そ
の
南
ア
ル
プ
ス
市
域
に
人
び
と
の
足
跡

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
早
く
も

２
万
年
前
、
旧
石
器
時
代
の
こ
と
で
す
。
市

之
瀬
台
地
の
上
か
ら
は
、
彼
ら
の
使
っ
た
黒

曜
石
の
石
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

続
く
縄
文
時
代
に
は
、
市
之
瀬
台
地
や
、
上

八
田
、
徳
永
と
い
っ
た
地
域
で
縄
文
時
代
の

遺
跡
が
数
多
く
発
見
さ
れ
、
下
市
之
瀬
に
あ

る
「
鋳
物
師
屋
（
い
も
じ
や
）
遺
跡
」
か
ら

発
見
さ
れ
た
土
器
や
土
偶
は
、
現
在
国
の
重

要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弥
生
時
代
、
山
梨
県
に
稲
作
の
技
術
が
も

た
ら
さ
れ
る
と
、
谷
筋
な
ど
で
栽
培
が
試
さ

れ
る
と
と
も
に
、
ま
も
な
く
御
勅
使
川
（
み

だ
い
が
わ
）
扇
状
地
の
末
端
の
湧
水
線
に

沿
っ
て
水
田
や
集
落
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
（
御
勅
使
川
遺
跡
末
端
の
遺
跡
群
）。

田
島
の
「
油
田
遺
跡
」
か
ら
は
、
水
田
耕
作

に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
山
梨
県
で
発
見
さ

れ
て
い
る
最
古
の
農
具
で
あ
る
「
竪
杵
（
た

て
ぎ
ね
）」
が
出
土
し
、
こ
こ
が
早
く
か
ら

稲
作
に
適
し
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
続
く
古
墳
時
代
に
は
、
御
勅
使
川

扇
状
地
の
扇
端
に
位
置
す
る
現
在
の
中
部
横

断
道
の
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
、
大
規
模

な
ム
ラ
（
村
前
東
Ａ
遺
跡
な
ど
）
が
営
ま

れ
、県
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
物
見
塚
古
墳
」

を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
の
古
墳
が
造
ら

れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
広
大
な
か
ん
ば
つ
地
帯
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
人
々
の
足
跡
を
見
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

御
勅
使
川
扇
状
地
の
扇
央
地
域
も
、
平
安
時

代
に
な
る
と
新
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓

す
べ
く
、
こ
の
よ
う
な
土
地
に
適
応
し
た
手

段
と
し
て
、後
に「
八
田
牧（
は
っ
た
の
ま
き
）」

と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
牛
馬
の
飼
育
施
設

が
置
か
れ
開
発
が
進
み
ま
し
た
。
一
方
御
勅

使
川
扇
状
地
末
端
の
湧
水
線
の
下
流
域
で

は
、
弥
生
時
代
以
降
度
重
な
る
水
害
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
水
田
開
発
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
続
け
ら
れ
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
か

ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
は
現
在
も
地
域
に

色
濃
く
残
る
「
条
里
型
の
土
地
割
り
（
※
）」

が
施
工
さ
れ
、
新
た
な
農
業
基
盤
の
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
扇
状
地
の
開
発
に
伴
う
経
済

的
基
盤
を
背
景
に
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌

倉
時
代
に
は
甲
斐
源
氏
「
加
賀
美
遠
光
」

が
市
内
に
拠
点
を
構
え
、
そ
の
子
「
秋

山
光
朝
」、「
小
笠
原
長
清
」
ら
を
周
辺
に

配
し
て
勢
力
を
固
め
ま
し
た
。
南
ア
ル
プ
ス

市
域
に
ま
ず
足
跡
を
残
し
た
遠
光
が
居
を
構

え
た
と
さ
れ
る
場
所
（
現
在
の
加
賀
美
山
法

善
寺
）
は
、
新
た
に
農
業
の
整
備
が
進
ん
だ

条
里
地
割
の
中
に
あ
り
、
後
背
に
は
馬
の
供

給
地
で
あ
る
「
八
田
牧
」
が
控
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の

地
域
は
、
富
士
川
を
登
っ
て
き
た
文
化
の
到

達
点
と
し
て
、
歴
史
的
に
見
て
も
駿
河
、
信

濃
を
結
ぶ
結
節
点
で
あ
り
、
扇
状
地
と
下
流

の
氾
濫
原
と
の
地
形
的
境
界
で
も
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
現
在
も
そ
の
起
源
が
中
世
に
さ
か

の
ぼ
る
「
十
日
市
（
市
指
定
史
跡
）」
が
開

か
れ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

原
始
・
古
代
を
通
じ
て
地
域
間
交
流
、
地
域

内
交
流
の
拠
点
で
あ
り
続
け
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
近
年
「
甲
斐
国
」
は
「
交

ひ
国
」
で
合
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
南
ア
ル
プ
ス
市
周
辺
は
ま
さ
に

「
交
ひ
の
場
所
」
で
あ
り
、
か
れ
ら
甲
斐
源

氏
の
経
済
基
盤
を
支
え
た
要
素
の
ひ
と
つ
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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※
一
町
（
約
一
〇
〇
ｍ
）
四
方
の
碁
盤
の
目
状
の
土
地
区
画
、

現
在
の
藤
田
、
加
賀
美
、
田
島
、
鮎
沢
、
古
市
場
、
清
水
、

大
師
な
ど
に
色
濃
く
残
る
。

二

　
古
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
南

ア
ル
プ
ス
市
は
、
甲
斐
源
氏
と
よ
ば

れ
る
源
氏
の
一
流
が
、
拠
点
と
し
た

「
源
氏
の
里
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
を
駆
け
た
甲
斐
源

氏
活
躍
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な

重
厚
な
南
ア
ル
プ
ス
市
の
歴
史
が
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
舞
台
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
彼
ら
や
そ
の
子
孫
た
ち

は
全
国
に
飛
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
た
と
も
い
え
る
の
で
す
。



ル
ー
ツ

roots
え
ら
れ
て
い
く
過
程
で
安
田
義
定
、
武
田
信

義
、
そ
し
て
秋
山
光
朝
ら
が
殺
害
さ
れ
る
な

ど
し
て
失
脚
す
る
一
方
、
加
賀
美
遠
光
、
小

笠
原
長
清
の
父
子
や
石
和
（
武
田
）
信
光
は

頼
朝
に
信
頼
さ
れ
、
幕
府
の
中
枢
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。同
じ
一
族
に
対
し
て
の
、

こ
の
相
反
す
る
対
応
は
、
甲
斐
源
氏
の
能
力

を
利
用
し
つ
つ
も
、
そ
の
団
結
力
と
優
れ
た

武
力
を
警
戒
し
た
頼
朝
が
そ
の
分
断
、
弱
体

化
を
図
っ
た
こ
と
の
現
わ
れ
と
い
え
ま
す
。

　

頼
朝
の
信
任
を
得
た
信
光
や
遠
光
、
長
清

父
子
の
子
孫
た
ち
は
、
そ
の
後
「
鎌
倉
中
」

と
呼
ば
れ
る
鎌
倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
の
一

員
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
遠
光
や
長
清
の

信
任
が
厚
か
っ
た
こ
と
は
、
遠
光
の
娘
が
頼

朝
の
も
と
に
出
仕
し
て
大
弐
局
と
呼
ば
れ
、

二
代
将
軍
頼
家
、
次
い
で
三
代
将
軍
実
朝
の

介
錯
人
（
養
育
係
）
と
な
っ
て
、
幕
府
後
宮

に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
こ
と
か
ら

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

わ
ゆ
る
治
承
・
寿
永
の
内
乱
の
頃
に
は
、
甲

斐
国
は
、
清
光
の
子
孫
た
ち
の
中
で
も
、
大

き
く
武
田
、
加
賀
美
、
安
田
を
中
心
と
し
た

三
勢
力
が
割
拠
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
加
賀
美
遠
光
が
基
盤
と
し
、「
名

字
の
地
」
と
し
た
の
が
、
現
在
南
ア
ル
プ
ス

市
加
賀
美
周
辺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
加
賀
美

荘
で
す
。
遠
光
も
ま
た
、長
男
光
朝
は
秋
山
、

次
男
長
清
は
小
笠
原
（
い
ず
れ
も
南
ア
ル
プ

ス
市
）、
三
男
光
行
は
南
部
（
南
巨
摩
郡
南

部
町
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
自
ら
の
子
ら
を

支
配
地
域
で
あ
る
甲
府
盆
地
西
部
か
ら
富
士

川
流
域
の
要
衝
に
配
し
て
そ
の
基
盤
を
固
め

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
市
内
に
は
、奈
胡
荘（
現

在
の
東
南
湖
、
西
南
湖
周
辺
）
に
遠
光
の
弟

で
あ
る
奈
胡
十
郎
義
行
が
拠
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
甲
斐
の
黒
駒
」
で
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
甲
斐
国
は
、
先
に
述
べ
た
「
八

田
牧
」
以
前
、
古
代
か
ら
朝
廷
の
「
御
牧
」

が
置
か
れ
、
良
質
な
馬
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
甲
斐
源
氏
の
強
力
な
武

芸
や
軍
事
力
を
支
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
元
の
乱
や
平
治
の
乱
で
清
和
源

氏
の
嫡
流
が
没
落
す
る
中
、
甲
斐
源
氏
は
勢

力
を
温
存
し
、
そ
の
武
芸
や
軍
事
力
を
背
景

に
治
承
・
寿
永
の
内
乱
期
以
降
、
鎌
倉
幕
府

の
成
立
を
軍
事
面
や
政
治
面
で
支
え
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
甲
斐
源
氏
は
、
頼
朝
に
信
頼

さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
力
を
警
戒
す
る
存
在

で
も
あ
り
ま
し
た
。
鎌
倉
幕
府
の
基
盤
が
整

　

甲
斐
国
、
現
在
の
山
梨
県
に
拠
っ
た
清
和

源
氏
の
祖
は
、
清
和
源
氏
の
嫡
流
八
幡
太
郎

義
家
の
弟
、
新
羅
三
郎
義
光
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
義
光
の
甲
斐
国

司
補
任
の
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、
現
在
で

は
甲
斐
国
に
初
め
て
土
着
し
、
実
質
的
に
甲

斐
源
氏
の
祖
と
な
っ
た
の
は
義
光
の
子
、
源

義
清
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）、
そ
れ

ま
で
拠
点
と
し
て
い
た
常
陸
国
（
茨
城
県
）

に
お
け
る
義
清
の
子
、
清
光
の
濫
行
に
対
す

る
常
陸
国
司
の
訴
え
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
義

清
父
子
は
常
陸
国
か
ら
甲
斐
国
に
移
さ
れ
、

こ
こ
に
甲
斐
源
氏
の
歴
史
は
始
ま
り
ま
す
。

　

甲
斐
国
で
義
清
が
ま
ず
拠
点
と
し
た
の
は

市
河
荘
（
現
在
の
中
巨
摩
郡
昭
和
町
か
ら
中

央
市
、
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
周
辺
）
で
し

た
。
そ
の
子
清
光
は
、
拠
点
を
古
代
か
ら
牛

馬
を
飼
育
す
る
「
牧
」
が
発
達
し
て
き
た
逸

見
（
現
在
の
北
杜
市
）
の
地
に
移
し
つ
つ
、

自
ら
の
子
ど
も
た
ち
を
甲
斐
国
内
の
各
地
に

配
し
て
そ
の
基
盤
を
固
め
、
源
平
合
戦
、
い

武蔵
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三



キ
ャ
ス
ト

加か

が

み

賀
美
遠と

お

み

つ光

秋あ

き

や

ま山
光み

つ

と

も朝

　

南
ア
ル
プ
ス
市
に
初
め
て
足
跡
を
残
し
た

甲
斐
源
氏
、
加
賀
美
遠
光
は
、
康
治
二
年

（
一
一
四
三
）
源
清
光
の
三
男
と
し
て
生
ま

れ
た
と
さ
れ
、
現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
加
賀

美
の
地
を
拠
点
と
し
て
甲
府
盆
地
西
部
か
ら

富
士
川
流
域
に
勢
力
を
持
ち
ま
し
た
。

　

身
延
町
に
あ
る
大
聖
寺
の
本
尊
「
不
動
明

王
坐
像（
重
文
）」は
、承
安
元
年（
一
一
七
一
）

に
宮
中
守
護
の
功
績
に
よ
り
、
遠
光
が
高
倉

天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
、
京
か
ら
の
帰
路
現
在

の
大
聖
寺
の
地
に
安
置
さ
れ
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
ま
す
。
遠
光
の
長
男
光
朝
、
次
男
長
清

は
共
に
実
際
に
在
京
し
て
平
家
に
仕
え
て
お

り
、
真
偽
の
程
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な

逸
話
か
ら
、
遠
光
自
身
の
上
京
の
可
能
性
や

京
都
と
の
つ
な
が
り
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、こ
の
時
併
せ
て
「
王
」

の
字
も
勅
許
さ
れ
、
加
賀
美
一
族
の
紋
で
あ

る
「
三
階
菱 

 

」
は
、
こ
の
「
王
」
の
字

を
図
案
化
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

遠
光
は
、
武
田
信
義
や
安
田
義
定
と
同
様

に
、
甲
斐
国
内
に
確
固
た
る
基
盤
と
勢
力
を

維
持
し
な
が
ら
も
、
同
時
期
に
活
躍
し
た
彼

ら
他
の
甲
斐
源
氏
に
比
し
て
、
治
承
・
寿
永

の
内
乱
期
に
目
立
っ
た
活
躍
は
伝
え
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
平
家
滅
亡
後
の
文
治
元

年
（
一
一
八
五
）、
頼
朝
の
推
挙
に
よ
り
信

濃
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

鎌
倉
の
頼
朝
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
で

そ
の
基
盤
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
も

の
と
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
も
『
吾
妻
鏡
』

に
頼
朝
の
近
侍
者
と
し
て
度
々
登
場
し
、
娘

を
頼
朝
の
嫡
男
の
養
育
係
と
し
て
出
仕
さ
せ

る
な
ど
、
一
時
期
鎌
倉
幕
府
中
枢
の
一
角
を

占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
の
没
年
は
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
ま

た
は
、元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
と
い
わ
れ
、

墓
所
、
供
養
塔
と
し
て
、
館
跡
と
伝
え
ら
れ

る
加
賀
美
の
法
善
寺
の
南
に
廟
所
（
通
称
遠

光
大
明
神
）
が
あ
る
ほ
か
、
光
朝
、
同
夫
人

と
と
も
に
祀
ら
れ
た
秋
山
の
光
昌
寺
の
五
輪

塔
、
遠
光
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
甲
府
市
遠
光

寺
の
五
輪
塔
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

cast

四

遠光・光朝及び夫人の墓（市指定　光昌寺）

加賀美遠光公廟所（遠光大明神　加賀美）

　

光
朝
は
加
賀
美
遠
光
の
長
子
と
し
て
生
ま

れ
、
成
長
し
て
南
ア
ル
プ
ス
市
秋
山
に
拠
点

を
構
え
、「
秋
山
」
の
姓
を
名
乗
っ
た
と
さ

れ
ま
す
。『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
治
承
・

寿
永
の
内
乱
以
前
は
、
弟
の
長
清
と
と
も
に

京
で
平
清
盛
の
四
男
知
盛
に
仕
え
て
お
り
、

後
世
の
史
料
の
『
甲
斐
国
志
』
で
は
清
盛
の

嫡
男
重
盛
の
娘
を
娶
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
な

ど
、
平
氏
政
権
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
か
、
治

承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
頼
朝
挙
兵
時
に
長

清
が
比
較
的
早
く
京
を
離
れ
頼
朝
と
合
流
し

た
の
に
対
し
、
光
朝
は
京
に
留
ま
り
、
こ
れ

が
後
に
頼
朝
か
ら
疎
ま
れ
る
要
因
と
な
っ
た

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
文
治
元
年（
一
一
八
五
）

に
頼
朝
が
弟
範
頼
に
出
し
た
手
紙
に
は「（
光

朝
は
）
平
家
に
付
き
、
又
木
曽
に
付
き
て
、

心
不
善
に
つ
か
い
た
り
し
人
に
て
候
え
ば
、

所
知
な
ど
奉
る
べ
き
に
は
及
ば
ぬ
人
」
と
厳

し
く
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
の
光
朝
の

動
向
や
没
年
な
ど
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

歴
史
に
は
っ
き
り
と
し
た
足
跡
を
残
す
こ

と
は
な
か
っ
た
光
朝
で
す
が
、
拠
点
と
し
た

秋
山
周
辺
に
は
、
光
朝
伝
承
と
結
び
つ
い
た

遺
跡
や
史
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
光
朝
が

館
を
構
え
た
と
さ
れ
る
熊
野
神
社
や
そ
の
南

に
は
光
朝
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
光
昌
寺
と
光

朝
を
祀
っ
た
廟
所
が
あ
り
、
父
遠
光
と
光
朝

の
木
像
が
と
も
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
境
内
に
は
、
遠
光
・
光
朝
・
同
夫
人
の
墓

と
伝
え
ら
れ
る
五
輪
塔
も
あ
り
、
現
在
で
も

地
域
の
人
々
か
ら
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
伝
承
で
は
、
光
朝
は
鎌
倉
勢
に
攻

め
ら
れ
、
西
山
に
あ
る
雨
鳴
城
で
自
害
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
秋
山
の
血

筋
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
光
朝
の
子
孫
は

甲
斐
国
内
で
は
下
山
氏
や
常
葉
氏
を
輩
出

し
、
国
外
で
も
讃
岐
へ
広
が
り
、
歴
史
に
確

か
な
足
跡
を
刻
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。



小お

が

さ

わ
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き
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奈な

ご胡
義よ

し

ゆ

き行

大だ

い

に

の

つ

ぼ

ね

弐
局

　

奈
胡
十
郎
義
行
は
、
系
図
に
よ
れ
ば
源
清

光
の
子
で
、
加
賀
美
遠
光
の
弟
に
あ
た
り

ま
す
。
八
条
院
の
蔵
人
（
く
ろ
う
ど
）
で

あ
っ
た
の
で
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
奈
胡
蔵
人

ま
た
は
奈
胡
蔵
人
義
行
と
み
え
、
文
治
元
年

(

一
一
八
五)

、
勝
長
寿
院
供
養
の
源
頼
朝

の
行
列
を
は
じ
め
、建
久
六
年(

一
一
九
五)

の
頼
朝
の
東
大
寺
供
養
、
天
王
寺
参
り
の
随

兵
と
な
る
な
ど
、
供
奉
人
と
し
て
計
七
回
そ

の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
奈
胡

荘
に
拠
っ
て
名
字
の
地
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
生
涯
や
屋
敷
地
な
ど
は
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
墓
地
に
つ
い
て

は
、『
甲
斐
国
志
』
に
「
東
南
湖
ニ
十
郎
樹

ト
伝
フ
処
ソ
ノ
墓
所
ナ
リ
ト
云
ヒ
伝
フ
」
と

あ
り
、
現
在
の
東
南
湖
字
十
郎
木
に
あ
っ
た

こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
近
代

に
な
っ
て
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
墓
碑
が
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
釜
無
川
の
水
害
の
絶
え
な

か
っ
た
南
湖
地
区
で
す
が
、
か
つ
て
は
甲
斐

源
氏
の
一
流
が
拠
っ
て
立
つ
だ
け
の
基
盤
が

こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

大
弐
局
は
、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）、

当
時
七
歳
で
あ
っ
た
頼
朝
の
嫡
男
万
寿
（
後

の
二
代
将
軍
頼
家
）
の
介
錯
人
（
養
育
係
）

と
し
て
頼
朝
の
も
と
に
出
仕
し
た
女
性
で
、

加
賀
美
遠
光
の
娘
で
す
。
出
仕
に
際
し
頼
朝

に
拝
謁
し
「
大
弐
局
」
の
名
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に

頼
朝
に
次
男
千
幡
（
後
の
三
代
将
軍
実
朝
）

が
生
ま
れ
る
と
、
今
度
は
千
幡
の
養
育
係
に

転
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
頼
朝
の
長
男
及
び
次
男
の
介

錯
人
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
点

に
お
け
る
頼
朝
の
加
賀
美
一
族
に
対
す
る
信

任
の
厚
さ
を
物
語
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

平
成
一
九
年
、
神
奈
川
県
の
称
名
寺
の
塔

頭
で
あ
る
光
明
院
か
ら
運
慶
作
の
「
大
威
徳

明
王
像
」
が
発
見
さ
れ
大
き
な
話
題
を
あ
つ

め
、後
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
こ
の
像
が
大
弐
局
の
発
願
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
、
彼
女
の
鎌
倉
に
お
け
る
力
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
発
見
と
も
な
り
ま
し
た
。

五

　

小
笠
原
氏
の
始
祖
。

加
賀
美
遠
光
の
次
男
と
し
て
応
保
二
年

（
一
一
六
二
）
三
月
五
日
に
生
ま
れ
、
母
は

和
田
義
盛
の
娘
と
も
三
浦
義
澄
の
娘
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
原
小
笠
原
荘
（
南
ア
ル
プ
ス
市

小
笠
原
）
を
本
拠
と
し
、
小
笠
原
長
清
と
称

し
ま
し
た
。

　
「
御
所
庭
（
ご
し
ょ
の
に
わ
）」
や
「
的
場
」

と
い
う
地
名
の
残
る
小
笠
原
小
学
校
付
近
に

館
を
構
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

兄
で
あ
る
秋
山
光
朝
と
と
も
に
在
京
し
、

平
知
盛
に
家
礼
と
し
て
出
仕
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
氏
追
討
の
令
旨
に
は
加
賀
美
一
族
で

は
い
ち
早
く
呼
応
し
て
い
ま
す
。

　

長
清
は
父
遠
光
と
と
も
に
鎌
倉
幕
府
の
創

建
に
活
躍
し
、
源
頼
朝
の
絶
大
な
信
頼
を
得

ま
す
。
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
に
は
頼
朝

の
声
か
け
に
よ
り
有
力
御
家
人
の
上
総
介

広
常
の
娘
と
結
婚
し
、
ま
た
、
文
治
元
年

（
一
一
八
五
）、
平
家
討
伐
で
頼
朝
の
弟
範
頼

の
配
下
に
い
る
際
に
は
、
頼
朝
が
範
頼
に
宛

て
「
か
が
み
殿
（
長
清
）、
こ
と
に
い
と
お

し
く
・
・
・（
中
略
）
た
だ
二
郎
殿
（
長
清
）

を
い
と
お
し
く
て
。
こ
れ
を
は
ぐ
く
み
候
べ

き
な
り
」
と
長
清
に
対
し
特
別
に
目
を
か
け

る
よ
う
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
大
寺
の
再
建
に
か
か
り
、
長

清
に
は
多
聞
天
の
寄
進
を
割
り
当
て
て
い
る

な
ど
、『
吾
妻
鏡
』
か
ら
は
、
頼
朝
の
身
近

な
行
事
に
多
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

父
遠
光
の
信
濃
守
着
任
に
続
き
、
長
清
が

佐
久
伴
野
荘
の
地
頭
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
小
笠
原
氏
は
信
濃
へ
と
進
出
し
基

盤
を
築
き
ま
す
。

　

長
清
は
弓
馬
の
術
に
優
れ
て
お
り
、
武

田
信
光
な
ど
と
と
も
に
「
弓
馬
の
四
天

王
」
に
数
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、
建
久
四
年

（
一
一
九
三
）
に
は
、
頼
朝
が
下
野
国
那
須

野
ほ
か
で
巻
狩
を
し
た
際
に
弓
箭
の
所
持
を

許
可
さ
れ
た
二
二
名
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
清
以
降
、
弓
馬
術
の
伝
統
は
代
々

小
笠
原
家
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な

る
の
で
す
。　

　

承
久
の
乱
に
お
い
て
、
武
田
信
光
と
と
も

に
東
山
道
大
将
軍
と
し
て
活
躍
し
、
鎌
倉
幕

府
の
軍
勢
を
率
い
て
上
洛
し
た
後
、
長
清
は

京
都
に
生
活
の
基
盤
を
置
き
ま
す
。

　

仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
七
月
一
五
日
、

八
一
歳
で
逝
去
し
、
京
都
の
清
水
坂
に
自
ら

建
て
た
長
清
寺
に
葬
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
応

仁
期
の
地
図
に
は
、
信
光
寺
と
並
び
長
清
寺

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

加賀美遠光、小笠原長清父子像（開善寺所蔵）より
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周
囲
を
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
梨
県
で

は
、
降
っ
た
雨
は
い
く
つ
も
の
河
川
と
な
っ

て
甲
府
盆
地
底
部
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
流
れ
は
急
峻
な
山
肌
を
削
っ
て
盆
地
底
部

に
砂
礫
を
運
び
、
い
く
筋
に
も
重
複
し
た
扇

状
地
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
旺
盛
な

土
砂
の
運
搬
力
に
よ
っ
て
、
扇
状
地
の
中
央

部
に
は
砂
礫
が
厚
く
堆
積
し
、
水
の
恵
み
薄

い
干
ば
つ
地
帯
と
な
っ
た
一
方
、
扇
状
地
を

伏
流
し
た
水
は
扇
端
部
に
湧
出
し
、
そ
こ
に

弧
状
の
湧
水
線
を
形
成
し
て
、
そ
の
下
流
が

本
県
へ
の
稲
作
伝
播
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。選
択
さ
れ
た
の
は
、

不
安
定
で
、
と
も
す
る
と
牙
を
む
く
河
川
か

ら
の
引
水
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
伏
流
水

を
源
と
す
る
湧
水
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

灌
漑
し
う
る
扇
状
地
下
半
部
の
微
高
地
が
、

相
対
的
に
安
定
し
た
土
地
と
し
て
そ
の
後
の

開
発
の
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

甲
府
盆
地
の
南
部
、
つ
ま
り
釜
無
川
扇
状

地
や
御
勅
使
川
扇
状
地
の
下
半
部
で
は
近

年
、
大
規
模
な
道
路
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
所
か
ら
数
多

く
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
い
ま
や
常
習
洪
水

地
域
＝
無
住
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
確
実
に

過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
の
南
部
に
位
置
す
る
宮
沢

中
村
遺
跡
、
二
本
柳
遺
跡
な
ど
で
は
、
現
地

表
下
最
大
四
ｍ
も
の
深
さ
か
ら
、
古
代
末
か

ら
鎌
倉
時
代
と
み
ら
れ
る
水
田
を
中
心
に
、

杭
や
網
代
を
用
い
た
護
岸
施
設
な
ど
が
見
つ

か
り
、
大
師
東
丹
保
遺
跡
で
は
、
鎌
倉
時
代

初
め
頃
の
水
田
域
の
広
が
る
中
に
建
物
跡
や

祭
祀
の
場
が
あ
わ
せ
て
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
開
発
は
、
律
令
制
の
崩
壊
と
荘

園
制
の
拡
大
と
い
う
社
会
的
機
運
を
背
景
に

強
く
推
進
さ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
発
掘

調
査
か
ら
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
平
安

時
代
前
半
（
一
〇
世
紀
）
か
ら
、
現
在
も
表

層
に
残
る
条
里
型
の
地
割
り
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
鎌
倉
時
代
以
降
こ
れ
が
安
定
的

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
明
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
開
発
機
運
に

富
む
地
域
の
中
心
に
、
加
賀
美
遠
光
の
館
跡

と
さ
れ
る
法
善
寺
は
立
地
す
る
の
で
す
。

　

一
連
の
発
掘
調
査
か
ら
は
ま
た
、
湧
水
の

安
定
的
な
利
用
を
前
提
と
し
た
開
発
が
行
わ

れ
、
そ
れ
が
不
安
定
な
河
川
の
営
為
に
よ
り

流
失
し
た
後
、
安
定
を
待
っ
て
ま
た
開
発
が

試
み
ら
れ
る
と
い
う
数
百
年
～
千
年
ス
パ
ン

の
サ
イ
ク
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
鎌
倉
時
代
の
水
田
の
下
に
は
、
多
く
の

場
合
、
洪
水
や
土
石
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た

厚
い
砂
礫
の
層
を
挟
ん
で
平
安
時
代
や
弥
生

時
代
の
遺
跡
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
水
に
恵
ま

れ
た
地
は
ま
た
、
水
に
脅
か
さ
れ
る
地
で
も

あ
っ
た
の
で
す
。
ど
の
時
代
も
開
発
を
可
能

に
し
た
の
は
豊
か
な
湧
水
で
し
た
。し
か
し
、

そ
れ
が
平
坦
な
道
で
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ

れ
ら
遺
跡
群
は
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

我
々
は
そ
こ
に
、
時
代
を
超
え
て
衰
え
な

い
旺
盛
な
開
発
へ
の
活
力
、
自
然
と
対
話
し

て
常
に
機
を
窺
い
、
そ
こ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

続
け
た
先
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
甲
府
盆
地
西
部
に
お
い
て
、
甲

斐
源
氏
が
ま
ず
足
跡
を
残
し
た
地
は
、
こ
の

よ
う
に
続
く
、
新
た
な
時
代
へ
の
活
力
み
な

ぎ
る
地
域
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

御
勅
使
川
扇
状
地

末
端
の
遺
跡
群

六

宮沢中村遺跡（鎌倉時代と推定された網代護岸　宮沢）

二本柳遺跡（平安時代～鎌倉時代の水田　十日市場）

繰り返される水害と開発（二本柳遺跡）



七

　

南
ア
ル
プ
ス
市
下
宮
地
の
神
部
神
社
周
辺

地
域
は
、
平
安
時
代
中
期
に
ま
と
め
ら
れ
た

『
和
妙
類
聚
抄
』
に
見
ら
れ
る
巨
麻
郡
大
井

郷
に
比
定
さ
れ
、
そ
の
中
心
地
域
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
南
ア
ル
プ
ス
市
中

北
部
に
広
が
る
御
勅
使
川
扇
状
地
は
、
御
勅

使
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
厚
く
砂
礫
が
堆
積
し

た
こ
と
か
ら
遺
跡
の
発
見
が
遅
れ
、
人
が
あ

ま
り
住
ん
で
い
な
い
地
域
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
中
部
横
断
道
建
設
に
伴

う
発
掘
調
査
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
二
〇
年

間
の
調
査
で
状
況
は
一
変
し
、
御
勅
使
川
扇

状
地
の
開
発
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

御
勅
使
川
扇
状
地
の
本
格
的
な
開
発
は
奈

良
・
平
安
時
代
に
進
め
ら
れ
ま
す
。
扇
端
部

で
は
湧
水
や
御
勅
使
川
の
旧
流
路
・
支
流
の

水
を
利
用
し
、
八
世
紀
に
は
集
落
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
。中
で
も
野
牛
島
地
区
の
野
牛
島
・

西
ノ
久
保
遺
跡
で
は
小
谷
か
ら
細
か
く
割
れ

た
須
恵
器
の
甕
片
が
大
量
に
発
見
さ
れ
、
そ

の
中
に
不
良
品
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、周
辺
で
窯
業
が
行
わ
れ
た
と
推
察
さ
れ
、

こ
の
地
域
が
須
恵
器
の
生
産
地
と
し
て
開
発

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
九
世
紀
中

頃
以
降
、
集
落
は
縮
小
さ
れ
窯
業
も
停
止
さ

れ
ま
す
が
、
一
〇
世
紀
後
半
以
降
の
炭
窯
が

発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
の

後
期
に
は
炭
の
生
産
地
と
な
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
九
世
紀
に
入
る
と
、
水
資
源

に
乏
し
い
扇
央
部
へ
の
開
発
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
開
発
の
主
な
目
的
は
ウ
シ
・
ウ
マ

を
飼
育
す
る
「
牧
」
の
開
拓
で
し
た
。
扇
央

部
に
位
置
す
る
百
々
遺
跡
の
調
査
の
結
果
、

一
〇
〇
個
体
を
超
え
る
ウ
シ
・
ウ
マ
の
獣
骨

が
発
見
さ
れ
、
牧
を
管
理
す
る
集
落
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
高
尾
穂
見

神
社
の
御
正
体
に
刻
ま
れ
た
「
甲
斐
国
八
田

御
牧
北
鷹
尾
」
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）

「甲斐」墨書土器

高尾穂見神社御正体

八稜鏡 銅製錘

青磁

奈良三彩

野牛島・西ノ久保遺跡　上：窯業の存在を
示唆する不良品の須恵器 / 下：炭窯

４頭のウマの土坑墓。北を頭に、西向きで埋葬されている。

百
どうどう

々遺跡 遺構・遺物

御
勅
使
川
扇
状
地

の
開
発

の
銘
文
か
ら
、「
八
田
牧
」
と
呼
ば
れ
る
私

牧
が
高
尾
の
立
地
す
る
櫛
形
山
東
麓
周
辺
に

あ
っ
た
こ
と
は
古
く
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
百
々
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
初

め
て
具
体
的
な
証
拠
が
得
ら
れ
た
の
で
す
。

百
々
遺
跡
の
他
に
も
坂
ノ
上
姥
神
遺
跡
や
榎

原
・
天
神
遺
跡
、
野
牛
島
・
西
ノ
久
保
遺
跡

で
ウ
マ
の
骨
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古
代
か

ら
中
世
に
か
け
て
、
扇
状
地
全
体
が
「
八
田

牧
」
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

百
々
遺
跡
の
集
落
内
部
は
溝
や
柵
で
区
画

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
区
画
さ
れ
た
内
部

の
出
土
遺
物
か
ら
、
鍛
冶
や
繊
維
な
ど
を
手

が
け
る
手
工
業
集
団
と
と
も
に
、
牧
と
手
工

業
生
産
を
管
理
・
統
括
し
た
階
層
が
居
住
し

て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

人
々
は
奈
良
三
彩
や
青
・
白
磁
、
緑
釉
陶
器

や
灰
釉
陶
器
な
ど
甲
斐
国
外
の
生
産
品
を
入

手
で
き
る
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
八

稜
鏡
や
さ
ま
ざ
ま
な
奢
侈
品
を
所
有
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
扇
状
地
扇
央
部

は
、
中
央
の
皇
族
や
甲
斐
国
司
と
繋
が
り
を

も
っ
た
有
力
者
層
に
よ
っ
て
開
発
が
進
め
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

奈
良
時
代
か
ら
進
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

手
工
業
生
産
や
牧
を
中
心
と
し
た
扇
状
地
全

体
の
開
発
は
、
後
の
甲
斐
源
氏
の
経
済
的
・

軍
事
的
基
盤
と
な
り
、
加
賀
美
氏
や
小
笠
原

氏
が
鎌
倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
と
な
る
礎
と

も
な
っ
た
の
で
す
。



館
跡
と
城

　

大
同
元
年
（
八
〇
六
）
武
田
（
韮
崎
市
）

の
地
に
開
か
れ
た
真
言
宗
（
当
初
は
法
相

宗
）
の
古
刹
法
善
寺
は
、
寺
の
由
緒
に
よ
れ

ば
遠
光
に
よ
っ
て
自
ら
の
勢
力
下
に
あ
る
山

寺
（
南
ア
ル
プ
ス
市
山
寺
）
に
移
さ
れ
、
そ

の
後
遠
光
の
孫
で
あ
る
遠
経
に
よ
っ
て
遠
光

の
館
で
あ
っ
た
現
在
の
地
に
移
さ
れ
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
光
が
居
を
構
え
た
こ
の
地
は
、
古
代
か

ら
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
御
勅
使
川
扇
状

地
末
端
の
湧
水
線
上
に
あ
り
、
現
在
の
法
善

寺
境
内
に
も
扇
状
地
の
伏
流
水
を
水
源
と
す

る
島
池
と
い
う
湧
水
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
湧

水
は
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
法
善
寺
ら
し
く
、

弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
伝
説
を
も
ち
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
は
弥
生
時
代
以
来
、
地
域
に
恵
を

も
た
ら
す
神
聖
な
湧
水
と
し
て
、
流
下
の
耕

地
を
潤
し
続
け
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
、
館

は
こ
の
湧
水
を
取
り
込
む
形
で
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

周
囲
に
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
か

ら
、
平
安
時
代
以
降
の
農
業
基
盤
整
備
の
所

産
と
推
定
さ
れ
る
条
里
型
の
地
割
り
が
色
濃

く
残
り
、
後
背
の
扇
状
地
上
に
は
馬
の
飼
育

施
設
で
あ
っ
た
「
八
田
牧
」
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
滝
沢
川
を
隔
て
た
西
側
に
は
現
在
も

「
十
日
市
」
が
開
か
れ
る
十
日
市
場
や
後
の

駿
信
往
還
が
立
地
す
る
な
ど
、
流
通
の
拠
点

に
臨
み
、
生
産
、
軍
事
、
経
済
の
要
衝
と
し

て
、
絶
好
の
立
地
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
寺
域
の
南
面
、
西
面
に
水
路
が

通
り
、
南
辺
と
東
辺
に
土
塁
の
痕
跡
と
思
わ

れ
る
高
み
が
わ
ず
か
に
残
る
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
中
世
の
館
跡
と
し
て
の
雰
囲
気

が
い
ま
だ
に
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
北
側
に
「
築
地
堀
」
が
残
っ
て

い
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
、
往
古
は
そ
の
全

体
が
堀
と
土
塁
で
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

秋
山
地
区
集
落
の
山
よ
り
の
小
丘
に
熊
野

神
社
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
が
光
朝
の

館
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
地
の
眺
望

は
す
ば
ら
し
く
、
富
士
川
流
域
を
眼
下
に
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
三
方
を
崖
に
囲

ま
れ
た
こ
の
小
丘
は
、
一
方
で
後
背
の
山
地

に
接
続
し
て
い
て
、
そ
の
後
背
の
山
地
に
は

中
野
城
、
雨
鳴
城
と
い
っ
た
山
城
の
遺
構
が

尾
根
沿
い
に
連
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
山
城
に

つ
い
て
は
現
在
、
中
野
城
は
南
北
朝
時
代
以

chateaus &
 castles

降
に
、
雨
鳴
城
は
戦
国
時
代
に
造
ら
れ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
で
は

永
く
光
朝
の
要
害
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
遺
構

で
す
。

　

な
お
秋
山
の
熊
野
神
社
は
、
江
戸
時
代
に

そ
の
境
内
か
ら
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
の

銘
を
持
つ
経
筒
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
銘
文
か
ら
光
朝
の
弟

で
あ
る
光
経
が
一
族
の
安
寧
を
祈
っ
て
埋
納

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
は

県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
周
辺
に
は
、
光
朝
開
基
と
い
わ
れ

る
光
昌
寺
や
光
朝
の
廟
所
が
あ
り
、
そ
の
傍

ら
に
は
光
朝
、
同
夫
人
な
ら
び
に
遠
光
の
墓

と
伝
え
ら
れ
る
三
基
の
五
輪
塔
（
市
指
定
文

化
財
）
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
賀
美
氏
館
跡

秋
山
氏
館
跡

八

秋山光朝館跡（市指定　現熊野神社）

加賀美遠光館跡（市指定　現法善寺）

銅製経筒及び付属品（県指定　伝熊野神社境内出土）



小
笠
原
氏
館
跡

九

名
字
の
地
「
原
小
笠
原
荘
」

　

長
清
の
本
拠
は
原
小
笠
原
荘
と
さ
れ
、
今

も
「
御
所
庭
（
ご
し
ょ
の
に
わ
）」
や
「
的

場
」
の
地
名
の
残
る
小
笠
原
小
学
校
付
近
に

館
を
構
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。『
甲
斐
国

志
』
に
は
「
御
所
ノ
庭
」
に
つ
い
て
「
村
ノ

西
ニ
在
リ
松
樹
鬱
蒼
方
四
十
間
許
リ
ノ
間
地

ナ
リ
相
伝
フ
小
笠
原
長
清
居
宅
ノ
南
庭
」
と

あ
り
ま
す
。

　
「
小
笠
原
」
と
い
う
地
名
は
北
杜
市
（
旧

明
野
村
）
に
も
あ
り
、
中
世
の
古
文
書
に
も

「
山
小
笠
原
荘
」「
原
小
笠
原
荘
」
と
ふ
た
つ

の
小
笠
原
が
登
場
し
ま
す
。「
山
小
笠
原
荘

内
朝
尾
郷
」
と
記
さ
れ
る
史
料
か
ら
、
朝
尾

郷
が
北
杜
市
浅
尾
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
必

然
的
に
「
原
小
笠
原
荘
」
は
南
ア
ル
プ
ス
市

を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
の
「
小
笠
原
長

基
自
筆
譲
状
」
は
長
基
が
嫡
子
長
秀
ら
に
自

ら
の
所
領
の
相
続
を
認
め
た
文
書
と
い
え
ま

す
。
こ
の
中
で
、
長
秀
を
は
じ
め
弟
の
土
用

犬
丸
（
政
康
）
な
ど
へ
十
九
も
の
所
領
を
分

割
し
て
相
続
し
て
い
ま
す
が
、
筆
頭
に
「
原

小
笠
原
荘
」
を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
惣
領
職
」

と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
家

の
「
名
字
の
地
」
と
し
て
一
族
の
中
核
で
あ

る
惣
領
に
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

長
清
ゆ
か
り
の
地

　

市
内
小
笠
原
周
辺
に
は
長
清
に
関
連
す
る

地
が
い
く
つ
か
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
、
小
笠
原
小
学
校
の
敷
地
か
ら

天
神
社
が
出
土
し
、
館
の
戌
亥
の
方
角
に
祀

ら
れ
た
屋
敷
神
の
「
乾
天
神
」
だ
と
考
え
、

児
童
の
学
問
の
神
様
「
御
所
天
神
」
と
し
て

改
め
て
祀
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
で
は
「
的

場
」
の
地
名
の
残
る
「
笠
屋
神
社
」
の
境
内

へ
と
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、長
清
は
、現
在
の
山
寺
の
地
に
「
曹

源
寺
」（
現
存
せ
ず
）
と
い
う
お
寺
を
源
氏

の
菩
提
の
た
め
に
創
建
し
た
と
い
い
、
山
寺

の
地
名
は
こ
の
寺
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
山
寺
に
は
、
加
賀
美
遠
光
の
時
期

の
も
の
と
さ
れ
る
仏
像
群
、
国
重
要
文
化
財

「
木
造
大
日
如
来
及
四
波
羅
蜜
菩
薩
坐
像
」

や
小
笠
原
長
清
ゆ
か
り
の「
毘
沙
門
天
立
像
」

の
あ
る
宝
珠
寺
が
あ
り
、
曹
源
寺
や
、
加
賀

美
の
法
善
寺
（
前
ペ
ー
ジ
上
段
参
照
）
と
の

関
連
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

小
笠
原
殿
ノ
墓
ト
伝
フ

　

小
笠
原
長
清
は
京
都
で
没
し
、
長
清
寺
の

観
音
殿
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
が
、
応
仁
の
乱

で
焼
失
し
た
こ
と
で
、
岐
阜
県
荘
福
寺
、
長

野
県
開
善
寺
、
同
長
清
寺
の
三
箇
所
に
分
骨

さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
市
内
下
宮
地
の
一

角
に
も
「
小
笠
原
殿
ノ
墓
ト
伝
フ
」
古
墓
が

あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
そ
の
地
に
「
小
笠
原

長
清
公
祠
堂（
し
ど
う
）」が
建
っ
て
い
ま
す
。

明
治
二
四
年
頃
の
こ
と
、
開
墾
し
た
際
に
石

棺
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
下
宮
地
に

あ
っ
た
若
宮
神
社
の
社
殿
を
移
築
し
た
も
の

で
、
平
成
十
四
年
に
修
復
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
小
笠
原
氏
顕
彰
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え

ま
す
。

　

こ
れ
ら
墳
墓
だ
け
で
な
く
、
小
笠
原
周
辺

に
は
安
倍
清
明
伝
説
の
あ
る
湧
水
や
櫛
形
山

か
ら
流
れ
出
る
小
河
川
を
中
心
に
古
墳
時
代

か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
多
数
確

認
さ
れ
て
お
り
、
遠
光
や
長
清
が
連
綿
と
営

ま
れ
て
き
た
地
盤
へ
進
出
し
て
き
た
様
子
が

み
と
め
ら
れ
ま
す
。

　

上
野
に
あ
る
椿
城
（
上
野
城
）
は
、
小
笠

原
長
清
の
孫
、
上
野
六
郎
盛
長
が
築
い
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
そ

の
場
所
に
は
現
在
、

上
野
家
あ
る
い
は

そ
の
後
を
継
い
だ

秋
山
家
の
五
輪
塔

群
や
本
重
寺
な
ど

が
伝
わ
り
ま
す
。

椿城跡の五輪塔群

長清公祠堂

御所天神（笠屋神社境内）

小笠原長基自筆譲状（東京大学史料編纂所蔵　勝山小笠原文書）

小笠原小学校校舎のレリーフ



一
〇

市
内
に
広
が
る
曾
我
物
語
の
世
界

　

芦
安
地
区
の
「
虎
御
前
」
と
野
牛
島
地
区

の
「
御
所
五
郎
丸
」。
地
元
に
伝
え
ら
れ
る

歴
史
上
の
人
物
は
、
歌
舞
伎
の
演
目
で
も
有

名
な
『
曾
我
物
語
』
の
主
要
キ
ャ
ス
ト
で
す
。

『
曾
我
物
語
』
と
は
曾
我
兄
弟
が
父
親
の
仇

を
討
つ
物
語
で
す
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
赤
穂

浪
士
の
討
ち
入
り
に
並
ぶ
日
本
三
大
仇
討
ち

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
仇
討
ち
は
『
吾

妻
鏡
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
物
語

の
成
立
時
期
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
頃
に
物
語
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
、
時
代
と
と
も
に
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
江
戸
時
代
に
現
在

の
形
に
落
ち
着
い
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

物
語
の
粗
筋
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

平
安
時
代
の
末
期
、
伊
豆
の
武
士
た
ち
の
間

で
は
同
族
で
も
所
領
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
工
藤
祐
経
も
従
兄
に
当
た
る

伊
東
祐
親
に
所
領
を
奪
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
報
復
と
し
て
家
来
に
伊
東
祐
親
を
襲
わ

せ
、
祐
親
の
子
河
津
祐
泰
を
殺
害
し
ま
す
。

残
さ
れ
た
祐
泰
の
子
、
十
郎
と
五
郎
の
幼
き

兄
弟
は
父
の
仇
を
討
つ
こ
と
を
心
に
固
く
誓

い
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
間
に
、
未
亡

人
と
な
っ
た
祐
泰
の
妻
が
相
模
の
曾
我
祐
信

と
再
婚
し
た
た
め
、
二
人
は
「
曾
我
兄
弟
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
時
は
移
り

源
頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
を
開
く
と
、
工
藤
祐
経

は
将
軍
を
支
え
る
重
臣
と
な
り
ま
し
た
。
兄

弟
は
、
頼
朝
が
有
力
な
御
家
人
を
集
め
富
士

の
裾
野
で
巻
狩
り
を
行
う
こ
と
を
知
る
と
、

そ
の
機
に
仇
討
ち
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
ま

す
。
こ
の
時
、
十
郎
に
は
大
磯
の
遊
女
で
あ

り
美
女
の
誉
れ
高
い
虎
御
前
と
い
う
恋
人
が

い
ま
し
た
が
本
懐
を
遂
げ
る
た
め
に
別
れ
を

告
げ
ま
す
。
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
五
月

二
十
八
日
、
つ
い
に
曾
我
兄
弟
は
父
親
の
敵

工
藤
祐
経
を
討
ち
果
た
し
た
の
で
し
た
。
し

か
し
、
駆
け
つ
け
た
武
士
た
ち
に
兄
十
郎
は

討
ち
と
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
将
軍
頼
朝
に
こ

と
の
次
第
を
報
告
し
よ
う
と
進
む
弟
五
郎

は
、
向
か
っ
て
く
る
武
士
た
ち
を
怪
力
で
な

ぎ
倒
し
て
い
き
ま
し
た
。
頼
朝
を
警
護
す
る

御
所
五
郎
丸
は
一
計
を
案
じ
、
女
性
の
着
物

を
被
っ
て
油
断
さ
せ
る
と
、
後
ろ
か
ら
五
郎

を
や
っ
と
の
こ
と
で
取
り
押
さ
え
ま
し
た
。

翌
日
、
将
軍
頼
朝
の
面
前
で
五
郎
の
尋
問
が

行
わ
れ
、
祐
経
の
遺
児
に
請
わ
れ
た
頼
朝
は

五
郎
の
死
罪
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
兄
弟
亡

き
後
、
虎
御
前
は
出
家
し
、
二
人
の
菩
提
を

弔
う
旅
に
出
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
　
虎
御
前

　

曾
我
兄
弟
の
兄
十
郎
の
恋
人
と
し
て
登
場

す
る
虎
御
前
は
、
大
磯
の
長
者
の
娘
で
、
後

に
成
長
し
て
街
道
一
の
美
女
と
言
わ
れ
る
遊

女
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
虎
御
前
、
芦
安
地

区
の
伝
承
で
は
芦
安
安
通
の
生
ま
れ
で
、
縁

あ
っ
て
大
磯
に
あ
る
長
者
の
養
女
と
な
っ
た

と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
磯
で
十
郎
の
訃
報

を
聞
い
た
虎
御
前
は
、
ま
だ
一
九
歳
で
し
た

が
そ
の
悲
し
さ
の
あ
ま
り
尼
と
な
り
、
兄
弟

の
菩
提
を
弔
う
た
め
信
濃
善
光
寺
に
向
か
い

ま
す
。
そ
の
旅
の
途
中
と
参
拝
後
、
生
ま
れ

３枚目：雁の群れに亡き父を慕う
兄弟。

10 枚目：兄弟は駿河興津で祐経を討
とうとするが、果たせなかった。

12 枚目：巻狩りでの仇討ちを決意し
た兄弟は、母と今生の別れの宴を開く。

23 枚目：兄弟は祐経の寝所に討
ち入り、　本懐を遂げる。

26 枚目：小舎童五郎丸は、着物を着て油断させ、五郎を取り押さえる。



一
一

the tale of the soga 

故
郷
の
安
通
村
へ
立
ち
寄
り
、
兄
弟
の
追
善

供
養
を
続
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
曾
我

氏
や
虎
御
前
を
祀
る
安
通
の
伊
豆
神
社
跡
近

く
に
は
、
虎
御
前
が
鏡
を
立
て
て
化
粧
を
し

た
と
い
う
「
虎
御
前
の
鏡
立
石
」
を
今
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
芦
安
地
区

大
曽
利
の
諏
訪
神
社
に
は
、
伊
豆
神
社
か
ら

移
さ
れ
た
曾
我
十
郎
と
虎
御
前
と
伝
え
ら
れ

る
二
体
の
木
像
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

悲
運
の
武
士
　
御
所
五
郎
丸

　

曾
我
五
郎
時
致
か
ら
頼
朝
を
守
っ
た
御
所

五
郎
丸
で
す
が
、
功
を
上
げ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
女
装
し
て
油
断
さ
せ
た
と
い
う
行
為

が
武
士
に
あ
る
ま
じ
き
と
、
鎌
倉
を
追
放
さ

れ
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
野
牛
島
の
地
に
流
さ

れ
た
の
だ
と
、
地
元
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
野
牛
島
の
中
心
に
建
つ
観
音
堂

に
は
、
五
郎
丸
の
肌
守
り
と
言
わ
れ
る
地
蔵

菩
薩
の
木
像
が
祀
ら
れ
、
お
堂
の
傍
ら
に
は

五
郎
丸
の
墓
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

お
堂
の
前
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
は
五
郎
丸
が
突
い

た
杖
が
成
長
し
た
も
の
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
『
曾
我
物
語
』
の
一
番
古
い
形

と
さ
れ
る
真
名
本
や
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
五

郎
丸
が
女
装
し
た
と
い
う
記
述
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。
主
役
で
あ
る
曾
我
兄
弟
の
活
躍
を

際
立
た
せ
る
た
め
に
、
女
装
は
後
か
ら
加
え

ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
五
郎
丸
は
、
今
も
地
元
の
人
々
か
ら
慕

わ
れ
、
毎
年
七
月
二
三
日
、
野
牛
島
地
区
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
供
養
す
る
お
祭
り
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

曾
我
物
語
の
広
が
り

　

な
ぜ
曾
我
物
語
の
登
場
人
物
に
関
わ
る
史

跡
が
芦
安
と
野
牛
島
に
あ
る
の
か
。
虎
御
前

に
つ
い
て
は
、『
異
本
曾
我
物
語
』
に
「
大

草
郷
芦
倉
・
奈
良
田
村
な
ど
は
、
工
藤
庄
司

が
知
行
書
な
り
。」
と
の
記
述
が
あ
り
、
伊

藤
氏
や
河
津
氏
と
同
族
で
あ
る
工
藤
氏
が
芦

安
を
所
領
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
兄
弟
の
霊

を
鎮
魂
す
る
た
め
、
工
藤
氏
が
伊
豆
神
社
や

木
像
を
作
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も

あ
り
ま
す
。
五
郎
丸
に
つ
い
て
は
、『
甲
斐

国
志
』
で
は
五
郎
丸
が
甲
斐
源
氏
一
条
忠
頼

に
一
時
仕
え
て
い
た
た
め
、
そ
の
領
地
で
あ

る
地
に
流
さ
れ
た
と
の
見
解
を
と
っ
て
い
ま

す
。
五
郎
丸
と
直
接
結
び
つ
く
か
は
不
明
で

す
が
、
野
牛
島
・
西
ノ
久
保
遺
跡
で
平
安
時

代
末
の
和
鏡
と
刀
子
を
副
葬
し
た
土
坑
墓
が

並
ん
で
発
見
さ
れ
、
和
鏡
と
い
う
極
め
て
貴

重
な
副
葬
品
か
ら
、
広
範
囲
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
有
力
者
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鏡
は
、
今
後
甲
斐
源

氏
と
御
所
五
郎
丸
の
新
た
な
歴
史
を
映
し
だ

す
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
頼
朝
に
よ
る

五
郎
の
尋
問
の
際
に
、
幕
府
の
重
臣
で
あ
っ

た
小
笠
原
長
清
も
参
列
し
て
い
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
長
清
の
瞳
に
は
仇
討
ち
を

遂
げ
た
五
郎
の
姿
が
ど
の
よ
う
に
写
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

右： 曾 我 物 語 図 会　 大 錦 絵 30 枚
揃　歌川広重　弘化年間（1844 ～
47）作画（正眼寺蔵）

「東海道五十三次」で知られる広重
の作。曾我物語は江戸時代には歌舞
伎や浄瑠璃の演目となり、さらに浮
世絵の題材となるなど庶民の人気を
博した。正月の歌舞伎は「曾我物」
と言われるほどで、五郎丸の役は歴
代の市川左団次や市川九蔵、市川染
五郎などが演じ、浮世絵に描かれて
きた。2014 年の新春歌舞伎でも市
川海老蔵らによって「曾我物」が演
じられている。

伝曾我十郎木像・伝虎御前木像
（市指定　大曽利諏訪神社）

野牛島・西ノ久保遺跡出土の和鏡 29 枚目：虎御前は兄弟の霊を弔うため、諸国霊場めぐりの旅に出た。

御所五郎丸の墓（市指定　野牛島）



祈
り

prayer

　

鎌
倉
時
代
、
人
を
殺
め
る
こ
と
を
宿
命
と

す
る
武
士
が
、
後
生
安
楽
を
願
っ
て
仏
門
へ

深
く
帰
依
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
南
ア
ル
プ
ス
市
に
も
甲
斐
源
氏
ゆ
か
り

と
伝
え
ら
れ
る
仏
像
を
は
じ
め
鎌
倉
時
代
の

信
仰
の
証
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
宝
珠
寺
の
「
大
日
如
来
及
び

四
波
羅
蜜
菩
薩
坐
像
」
は
平
安
時
代
末
期
の

作
と
さ
れ
、
当
時
こ
の
地
に
勢
力
を
持
っ
た

加
賀
美
遠
光
が
造
立
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
や
奈
良
で
制
作

さ
れ
た
も
の
と
比
べ
て
遜
色
な
い
造
形
を
見

せ
、
そ
の
造
立
に
関
わ
っ
た
人
々
が
中
央
の

文
化
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。

　

同
じ
宝
珠
寺
の
「
毘
沙
門
天
立
像
」
は
、

像
高
二
〇
一
．
七
セ
ン
チ
の
大
像
で
す
。
鎌

倉
時
代
初
期
の
作
例
で
、
遠
光
の
次
男
小
笠

原
長
清
が
造
立
に
関
わ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
長
清
は
、
東
大
寺
の
復
興
造
仏
の
中

で
、頼
朝
の
命
に
よ
り
多
聞
天
（
毘
沙
門
天
）

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、『
吾
妻
鏡
』
に
よ

れ
ば
頼
朝
は
、
そ
の
際
各
御
家
人
に
、
仏
像

を
造
立
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
仏
像
と

の
結
縁
を
結
ぶ
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
こ
う

し
た
こ
と
が
長
清
が
本
像
を
造
立
す
る
契
機

と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

隆
円
寺
の
「
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」
は
こ
れ

よ
り
や
や
下
る
鎌
倉
時
代
中
頃
の
作
。
調
査

の
際
取
り
出
さ
れ
た
納
入
文
書
か
ら
は
、
当

時
の
人
々
の
阿
弥
陀
如
来
に
託
し
た
浄
土
往

一
二

木造毘沙門天立像（市指定　宝珠寺）

ミ
ち
行
か
せ
給
え

な
む
あ
ミ
た
ふ
つ
　
　
　
　

な
む
あ
ミ
た
ふ
つ
と

り
ん
し
や
う

新
や
う
ほ
ん

行
一
人
め
う
し
や
う

な
む
あ
ミ
た
ふ
つ
と
哉

か
な
ら
す
く
ミ
ち
行
せ
給
へ

し
や
う
ら
う

さ
ん
へ
ま
つ

る
り
う
せ

あ
か
う
せ

か
な
ら
す

く

ミ
ち
行
か
せ
給
へ

阿弥陀如来坐像と納入文書（市指定　隆円寺）

大日如来及び四波羅蜜菩薩坐像（重文　宝珠寺）



生
の
切
な
い
願
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。甲
斐
源
氏
の
阿
弥
陀
信
仰
に
つ
い
て
は
、

浄
土
信
仰
の
高
ま
り
に
加
え
、
阿
弥
陀
如
来

が
源
氏
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
神
の
本
地
仏
で

あ
る
こ
と
か
ら
重
要
視
さ
れ
た
と
い
う
指
摘

が
あ
り
、
本
像
も
そ
の
よ
う
な
関
わ
り
の
中

で
の
造
仏
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

遠
光
の
居
館
跡
と
伝
え
ら
れ
る
法
善
寺
に

は
、
阿
弥
陀
三
尊
像
の
形
を
と
り
、
正
応
三

年
（
一
二
九
〇
）
の
銘
を
持
つ
「
八
幡
神
本

地
仏
鏡
像
」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
後
に
は
彼
ら
甲
斐
源
氏
自
身
が
畏

敬
の
対
象
と
し
て
、
地
域
の
信
仰
を
集
め
る

存
在
と
な
り
、例
え
ば
秋
山
の
光
昌
寺
に
は
、

「
加
賀
美
遠
光
坐
像
」、「
秋
山
光
朝
坐
像
」

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
光
像
は
、
遠
光
像

と
し
て
は
最
古
の
作
例
で
あ
る
室
町
時
代
前

半
、
光
朝
像
は
江
戸
時
代
の
作
例
で
す
。

　

最
後
に
紹
介
す
る
「
大
威
徳
明
王
像
」
は
、

南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
な
く
、
神
奈
川
県
の
名

刹
「
称
名
寺
」
の
塔
頭
「
光
明
院
」
で
平
成

一
九
年
に
発
見
さ
れ
、
現
在
は
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
作
例
で
す
。

納
入
文
書
か
ら
運
慶
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
の
ち
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
像
を
運
慶
に
造
ら
せ
た

源
大
弐
殿
が
遠
光
の
娘
大
弐
局
で
あ
る
可
能

性
が
極
め
て
高
く
、
彼
女
の
鎌
倉
で
の
力
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
南
ア
ル
プ

ス
市
と
鎌
倉
の
歴
史
舞
台
を
結
び
つ
け
る
重

要
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

一
三

大威徳明王像（重文　称名寺光明院所蔵　神奈川県立金沢文庫保管）

八幡神本地仏鏡像（県指定　法善寺）

加賀美遠光坐像（市指定　光昌寺）

秋山光朝坐像（市指定　光昌寺）



一
四

武
士
の
誇
り

全
国
へ
駆
け
る
甲
斐
源
氏

　

鎌
倉
幕
府
創
建
以
降
の
甲
斐
源
氏
の
様
子

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
が
あ

り
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
終
わ
り
頃
の
史
料
で
、
京
都
六

条
八
幡
宮
の
造
営
に
要
す
る
費
用
を
負
担
し

た
御
家
人
の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
た
も
の

で
、
加
賀
美
、
秋
山
、
奈
古
な
ど
南
ア
ル
プ

ス
市
の
甲
斐
源
氏
が
甲
斐
国
で
活
躍
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
笠
原

の
名
は
「
甲
斐
国
」
で
は
な
く
「
鎌
倉
中
」

の
中
に
武
田
と
と
も
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
百
貫
文
も
の
額
は
、
記
載
さ
れ
た

四
六
九
名
の
御
家
人
の
中
で
十
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
鎌
倉
幕
府
の
主
な
担
い
手
で
あ
る

鎌
倉
中
の
中
で
も
さ
ら
に
中
心
的
な
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
小
笠
原
と
武
田
は
た
び
た
び

歴
史
の
表
舞
台
で
顔
を
揃
え
ま
す
。
南
北
朝

期
の
史
料
に
「
武
田
・
小
笠
原
の
者
共
」
と

み
え
る
よ
う
に
、
甲
斐
源
氏
を
代
表
す
る
二

枚
看
板
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
す
。

　

甲
斐
源
氏
の
面
々
は
全
国
へ
と
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
秋
山
光
朝
の
子
孫
も
、
例
え
ば

ひ
と
つ
に
下
山
氏
の
祖
と
な
り
、
ま
た
、
も

う
ひ
と
つ
に
は
讃
岐
へ
渡
り
讃
岐
国
内
に
数

箇
所
の
所
領
を
有
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
き

ま
す
。
光
朝
の
弟
に
あ
た
る
南
部
家
も
ま
た

東
北
へ
進
出
し
、
近
世
ま
で
北
奥
の
覇
者
と

し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
く
の
で
す
。

加
賀
美
・
小
笠
原
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　

全
国
へ
と
展
開
す
る
甲
斐
源
氏
の
一
族
は

甲
斐
源
氏
の
血
筋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
誇

り
に
、
そ
の
家
風
を
代
々
子
孫
に
受
け
継
い

で
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
様
子
は
甲
斐
源
氏
の
代

名
詞
と
も
い
え
る
弓
馬
の
術
に
顕
著
で
、
南

部
藩
主
直
伝
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
武

芸
「
加
賀
美
流
騎
馬
打
毬
（
青
森
県
指
定
文

化
財
）」
か
ら
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
南

部
家
の
由
緒
が
加
賀
美
に
あ
る
こ
と
を
重
ん

じ
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
、
甲
斐
源
氏

の
家
伝
が
加
賀
美
遠
光
、
小
笠
原
長
清
、
そ

し
て
代
々
小
笠
原
家
へ
と
受
け
継
が
れ
育
ま

れ
て
ゆ
く
中
で
、
武
家
の
作
法
「
小
笠
原
流

礼
法
」と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

や
が
て
は
現
代
日
本
の
生
活
文
化
の
根
底
に

根
ざ
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

pride of the sam
urai

滝沢川沿いの流鏑馬専用馬場では、毎年アヤメの花が咲く頃に小笠原流流鏑馬が行われます。信濃小笠原家を受
け継ぐ小倉藩相伝の流鏑馬です。

六条八幡宮造営注文　建治元年（1275）（国立歴史民俗博物館所蔵）



一
五

相
手
を
大
切
に
思
う
「
こ
こ
ろ
」
～
未
来
へ

武
家
に
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。

　

概
ね
室
町
期
に
「
弓
」・「
御
（
馬
）」
の

法
に
「
礼
」
が
加
え
ら
れ
て
三
法
か
ら
な
る

「
礼
法
」
の
基
盤
が
整
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、

小
笠
原
流
礼
法
を
大
成
し
た
の
は
戦
国
期
の

信
濃
守
護
で
あ
っ
た
小
笠
原
長
時
・
貞
慶
の

頃
と
い
え
ま
す
。
長
時
は
武
田
家
に
破
れ
信

濃
を
離
れ
な
が
ら
も
小
笠
原
家
で
あ
る
こ
と

を
誇
り
に
、
故
実
の
集
成
・
伝
授
を
積
極
的

に
行
い
、
自
家
の
故
実
に
、
同
じ
く
故
実
家

と
し
て
知
ら
れ
る
伊
勢
家
や
今
川
家
な
ど
の

故
実
を
取
込
ん
で
大
成
し
て
い
っ
た
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

信
濃
守
護
で
あ
っ
た
信
濃
小
笠
原
家
は
戦

国
期
に
は
糾
方
の
断
絶
を
避
け
る
た
め
に

「
一
子
相
伝
」
を
解
き
、
近
親
の
分
流
や
有

力
家
臣
に
も
積
極
的
に
伝
授
し
た
と
い
い
ま

す
。

　

小
笠
原
家
の
活
躍
の
場
は
京
や
信
濃
か
ら

全
国
へ
と
展
開
し
、
江
戸
期
に
は
、
惣
領
家

と
さ
れ
る
信
濃
小
笠
原
家
で
最
大
の
石
高
を

も
つ
小
倉
藩
主
家
や
、
そ
の
他
あ
わ
せ
て
六

藩
も
の
大
名
を
輩
出
す
る
天
下
の
大
族
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
笠
原
流
礼
法
は
分
流
や
近
親
な

ど
に
伝
授
し
た
こ
と
に
よ
り
変
容
し
な
が
ら

も
江
戸
期
を
通
し
て
階
層
を
超
え
庶
民
の
間

に
も
浸
透
し
、
さ
ら
に
明
治
期
以
降
学
校
教

育
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
層
小
笠
原
流
の

名
が
庶
民
に
浸
透
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
形
骸
化
し
堅
苦
し
い
も
の
と
い
う
誤

解
を
広
め
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
来
信
濃
小
笠
原
家
に
伝
わ
る
礼
法
の

本
質
は
、「
己
を
慎
み
、
相
手
を
大
切
に
す

る
心
を
形
に
あ
ら
わ
す
」
こ
と
に
あ
る
と
さ

れ
ま
す
。

未
来
へ

　

武
家
の
指
導
的
立
場
と
な
り
、
現
在
の
生

活
文
化
の
礎
を
築
い
た
小
笠
原
家
。

　
「
相
手
を
大
切
に
思
う
心
」
の
小
笠
原
家

が
南
ア
ル
プ
ス
市
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
ま

さ
に
誇
り
と
い
え
、
甲
斐
源
氏
が
「
血
筋
」

を
大
切
に
育
ん
で
き
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

わ
が
ま
ち
は
、
ま
ち
の
「
地
筋
」
を
大
切
に

育
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

市
内
に
は
甲
斐
源
氏
の
活
躍
を
示
す
史
跡

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

土
地
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
、
小
笠
原
流
礼

法
の
師
範
の
方
や
、
小
笠
原
長
清
公
顕
彰
会

を
は
じ
め
、
小
笠
原
家
や
甲
斐
源
氏
の
す
ば

ら
し
い
活
躍
の
足
跡
を
伝
え
る
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
師
範
や
顕
彰
会
に
よ
る
礼
法

講
座
や
教
室
も
二
十
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り

ま
す
。

　

平
成
二
五
年
度
か
ら
は
学
校
教
育
に
も
小

笠
原
流
礼
法
を
導
入
し
て
お
り
、
南
ア
ル
プ

ス
市
の
土
地
に
刻
ま
れ
た
甲
斐
源
氏
の
伝
統

を
、
未
来
へ
と
継
承
す
る
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

小
笠
原
流
礼
法

　
「
小
笠
原
流
礼
法
」
を
、
現
在
小
笠
原
流

礼
法
の
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
二
派
の
言

葉
を
借
り
る
と

　「
武
士
が
社
会
生
活
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
作

ら
れ
、受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
」
で
あ
り
、「
日

常
の
行
動
と
し
て
役
に
立
ち
、
無
駄
な
く
、
他

か
ら
見
て
美
し
く
あ
る
」
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

清
和
源
氏
に
伝
わ
る
と
さ
れ
る
伝
統
で
あ

る
「
糾
方
（
＝
弓
馬
故
実
ま
た
は
弓
法
）」

を
代
々
小
笠
原
家
の
惣
領
が
一
子
相
伝
で
受

け
継
ぎ
、長
清
以
降
小
笠
原
家
は
「
流
鏑
馬
」

な
ど
弓
馬
儀
礼
の
際
に
名
を
連
ね
る
弓
馬
に

堪
能
な
家
柄
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　

系
譜
な
ど
で
は
早
い
段
階
か
ら
代
々
将
軍

家
な
ど
の
弓
馬
師
範
で
あ
っ
た
こ
と
や
礼
法

に
か
か
る
書
物
の
執
筆
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
史
料
に
乏
し
く
、
史
料
を
紐
解
く

中
で
は
少
な
く
と
も
室
町
時
代
の
中
頃
に
は

将
軍
家
の
弓
馬
故
実
の
指
南
役
お
よ
び
師
範

家
と
し
て
定
着
し
た
と
い
え
、
武
家
社
会
の

指
導
的
存
在
と
な
り
、
小
笠
原
家
の
故
実
が

小笠原、御所庭付近の一の出し遺
跡などで、古代終わり頃から中世
にかけての「雁股鏃」が出土して
います。流鏑馬や狩猟、武士の鍛
錬などで用いるやじりです

小笠原流礼法体験講座のひとコマ（折形）

小笠原流礼法体験講座のひとコマ（立ち居振る舞い）

　「
相
手
を
大
切
に
思
う
心
」

　
さ
ぁ
、
未
来
へ
　
　

　
私
た
ち
が
伝
え
る
番
で
す
。
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